


さ い た ま 市 の 未 来 に 向 け た 提 案 ～ 誰 も が 夢 を 描 け る ま ち を 目 指 し て ～
一 般 質 問 や 予 算 委 員 会 な ど を 通 じ て 、 様 々  な 提 案 を し て ま い り ま し た

1 緑 と 生 活 が
調 和 す る 都 市 計 画

課 題 公 園 と 緑 の 減 少
① 公 園 面 積 が 少 な い
（ 約 5 m / 人 ： 全 国 平 均 の 半 分 ）
② 市 街 地 の 緑 が 1 5 年 で 半 減

住 み 続 け た い 街 に は
緑 の 空 間 が 必 要 ！
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掛 林 地 面 積 の 推 移

原 因 明 確 な 都 市 計 画 が な い こ と
街 の 明 確 な ビ ジ ョ ン が な い た め 、 一 貫 性 の な い 開 発 が 進 み 、
公 共 空 間 が 少 な く な っ て い ま す 。
提 案 土 地 の 有 効 活 用
街 ナ カ の 公 共 用 地 を 活 用 し た 積 極 的 な 公 園 整 備 を ！

例   沼 影 公 園 跡 地 に 巨 大 な 学 校 で は な く 、 緑 と 海 を モ チ ー フ に し た 都 市 公 園 を 整 備
例   分 譲 住 宅 を 作 る 際 に は 「 ポ ケ ッ ト バ ー ク 」 の 整 備 も 条 件 に す る

も っ と 市 街 地 に 緑 を ！
｜ 例 個 人 住 宅 や オ フ ィ ス ビ ル の 緑 化 に 対 す る 補 助 を 拡 大 す る
市 街 地 の 大 規 模 用 地 の 活 用 支 援 ！
例   見 沼 区 の 旧 日 大 法 学 部 グ ラ ウ ン ド の よ う な 広 大 な 用 地 を 守 る
※ 片 柳 自 治 会 連 合 会 か ら 出 さ れ た 要 望 を 市 長 と 議 会 は 否 決 （ 2 0 2 4 ）

完 成 予 定 図 イ メ ー ジ

展 望 デ ッ キ と カ フ ェ の 併 設 で 与 野 公 園 を
リ ニ ュ ー ア ル し ま し た （ 2 0 2 5 年 4 月 開 国 予 定 ）

水 辺 空 間 の あ る 沼 影 公 園 に 作 り 変 え れ ば 、
よ り 魅 力 的 な 武 蔵 浦 和 地 区 に な り ま す

緑 の 空 間 は 生 活 に 安 ら ぎ を 与 え 、
ビ ジ ョ ン に 基 づ く 都 市 計 画 は 市 政 の 根 幹 と な り ま す 。

2 子 ど も の 夢 、 み ん な の
希 望 を 叶 え る 社 会

課 題 夢 を 持 つ 子 ど も の 減 少
子 ど も た ち が 夢 を 持 っ て い る 割 合 は 約 6 0 % で あ り 、 過 去 に 比 べ
て 少 な く な っ て い ま す 。 ま た 、 シ ニ ア 世 代 も 目 標 を も っ て 物 事 に
取 り 組 む こ と が 健 康 で 長 生 き に つ な が り ま す 。
※ 2 0 2 2 年 経 済 産 業 省 「 未 来 人 材 ビ ジ ョ ン 」 に よ る

全 世 代 に お い て 夢 を 持 つ こ と は 大 事 で あ り 、
「 夢 支 援 」 が 必 要 ！

原 因 取 り 巻 く 環 境 の 変 化
体 験 活 動 の 減 少 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る

情 報 過 多 将 来 へ の 不 安 の 増 大

提 案 全 世 代 へ の 夢 支 援
体 験 型 教 育 の 導 入 ！
▶ 子 ど も た ち が 社 会 最 先 端 の ト レ ン ド や 地 域 の 歴 史 、 文 化 に 触 れ て 「 夢 」 を 育 む
「 例 宇 宙 ビ ジ ネ ス の 現 場 を 体 験 、 地 域 の 祭 り に 参 加 、 な ど
人 へ の 投 資 を 推 進 ！
▶ 一 人 ひ と り の 市 民 の ス キ ル ア ッ プ に よ っ て 「 夢 」 へ の 挑 戦 を 応 援
例   リ ス キ リ ン グ の 補 助 、 女 性 の 社 会 活 躍 の 後 押 し 、 な ど
市 民 サ ー ク ル 活 動 の 活 性 化 ！
▶ シ ニ ア 世 代 が 新 た な 目 標 や 人 と の つ な が り を も つ

例   歩 こ う 会 、 コ ー ラ ス 、 将 棋 ・ 国 基 ク ラ ブ 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 団 体 補 助

リ ス キ リ ン グ
（ 学 び 直 し ） は
全 世 代 に 可 能
性 を 与 え ま す

私 自 身 、 宇 宙 飛 行 士 に 挑 戦 し ま し た ！
現 場 の 体 験 は 刺 数 に つ な が り ま す

子 ど も の 頃 の 地 域 で の 体 験 は 、
郷 土 愛 に も つ な が り ま す

み ん な が   " 夢 ” を 持 つ こ と は 人 生 を 豊 か に し 、
ま ち の 活 性 化 に も つ な が り ま す 。

3 公 共 事 業 を 整 理 し て
市 民 の 手 取 り を 増 ま

課 題 不 十 分 な 公 共 支 援 と 財 政 赤 字
福 祉 の 充 実 や 子 育 て 支 援 な ど の ● ◆ 民 生 費
経 費 で あ る 「 民 生 費 」 は 2 3 0 0

1 5 年 で 2 . 5 倍 も 増 加 →
若 者 世 代 の 人 口 流 入 は 多 い で す
が 、 実 情 に 即 し た 支 援 も な く 、
経 費 は 増 え る 一 方 な の で 、 将 来
的 な 財 政 赤 字 が 見 込 ま れ ま す 。

1 0 8 5 億 円
2 0 0 、 2 0 1 2 2015

2 6 3 0 億 円

2 . 5 倍 増
2 0 1 8 2 0 2 1 2 0 2 4

原 因 時 代 に 適 さ な い 予 算 の 使 い 方
2 0 0 0 年 当 初 か ら 人 口 統 計 は 変 わ っ て も 、 予 算 の 使 い 方 が
変 わ っ て い ま せ ん 。
提 案 ム ダ の 見 直 し と 効 率 化 、 減 税 と 補 助
税 金 の 浪 費 か ら の 脱 却 ！ 市 の 歳 入 増 ！
｜ 例 外 部 団 体 の 整 理 、 一 週 性 の 大 規 模 イ ベ ン ト 商 止 、 企 業 ／ オ フ ィ ス の 誘 致
A I / D X を 活 用 し た 業 務 効 率 化 と 人 件 費 の 圧 縮 ！
｜ 例 人 件 費 は 約 1 4 0 0 億 円 （ 歳 出 の 2 0 % ） を 占 め る

窓 口 業 務 簡 略 化 や ペ ー パ ー レ ス 化 だ け で 約   7 0 億 円 （ 5 ％ ） を 節 約 可 能

子 育 て 世 帯 へ の 減 税 お よ び 補 助 の 拡 大 ！
▶ 人 口 の 自 然 地 と 若 年 層 の 負 担 の 軽 減 を 図 る
例   給 食 費 の 無 償 化 、 住 民 税 の 均 等 割 を 5 0 % カ ッ ト 、 高 額 な 保 育 料 の 見 直 し
水 道 / 下 水 道 料 金 を 1 0 % カ ッ ト ！ 地 産 地 消 の 給 食 に 加 え 給 食 費

の 無 償 化 を 進 め ま す※ さ い た ま 市 の 水 道 料 金 は 近 隣 自 治 体 よ り 高 い

既 存 事 業 を ス リ ム 化 し 、 必 要 な 公 共 サ ー ビ ス に 投 資 す べ き で す 。
人 口 の 自 然 増 と 若 年 層 の 負 担 の 軽 減 を 狙 い と し ま す 。
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住 民 税 減 税 5 0 億 円 外 郭 团 体 整 理 1 0 0 億 円
給 食 無 償 化 5 0 億 円 人 件 費 圧 縮 7 0 億 円
水 道 料 金
引 き 下 げ 2 0 億 円 ク リ テ リ ウ ム と

国 際 芸 術 祭 の 廃 止 1 0 億 円




